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企画展 渋沢栄一と渋沢喜作の「明治」―渋沢家「新屋敷」文書から見えてくるもの― 

開催についてのご案内 

 
 
 

渋沢栄一の従兄・渋沢喜作（1838－1912）の生家である澁澤家（家号「新屋敷」）から、喜作より生家に

宛てた書簡をはじめとする古文書が、このたび新たに発見されました。 

喜作は、武蔵国榛沢郡血洗島村（現・埼玉県深谷市）に生まれ、幕末、栄一と共に、尊王攘夷運動を行

い、一橋家家臣を経て幕臣となります。栄一が渡欧する一方、喜作は国内にいて戊辰戦争を戦い、旧幕臣の

二人は「亡国の臣」として「明治」を迎えます。その後、喜作は日本の産物振興に尽くしたいという思いを

伝え、生糸などの取引を行う渋沢商店を横浜に開業し、栄一とも協力しながら多くの会社や団体の設立・育

成を行い、実業界で奔走しました。 

書簡からは、喜作の人柄や明治以降の喜作と生家の人々との関係がみえます。また生家での養蚕業をはじ

めとした家業や郷里周辺地域の産業が、栄一と連携した喜作の事業を通して、横浜貿易などとも結びつく様

子も窺えます。 

本展では、初公開となる澁澤家「新屋敷」文書をご紹介するとともに、関係する当館所蔵資料もあわせ、

郷里や人々との関わりをみながら、「明治」に向き合う二人の思いを探ります。 

是非ご見学いただき、周知についてご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。※本展についてのお問

い合わせは、メールもしくは電話でご連絡ください。 

展示概要 

名称   企画展 渋沢栄一と渋沢喜作の「明治」―渋沢家「新屋敷」文書から見えてくるもの― 

主催   公益財団法人渋沢栄一記念財団 渋沢史料館 

会期   2023 年１月５日（木）～２月 26 日（日） 

開館時間 10 時～16 時（最終入館 15 時 30 分） 

休館日  １月９日（月・祝）を除く毎月曜日、１月 10 日（火）、２月 14 日（火）、２月 24 日（金） 

※予告なく予定を変更する場合があります。 

会場   渋沢史料館 企画展示室 

〒114-0024 東京都北区西ケ原 2-16-1（飛鳥山公園内） 

入館料  一般 300 円、小中高生 100 円 

     飛鳥山３つの博物館共通券 一般 800 円、小中高生 320 円 

アクセス JR 京浜東北線    王子駅南口下車    徒歩 5 分 

東京メトロ南北線  西ケ原駅下車     徒歩 7 分 

都電荒川線     飛鳥山停留場下車   徒歩 4 分 

都バス       飛鳥山停留所下車   徒歩 5 分 

北区コミュニティバス 飛鳥山公園停留所  徒歩 3 分 
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展示構成 

序 章 郷里の人々との関わり 

第一章 「明治」を迎える 

第二章 「産物」振興への決意 

第三章 郷里周辺の産業と「富国」 

第四章 二人の連携事業 

特別章 喜作の終焉―栄一の思い― 

 

 

主な展示資料紹介 

渋沢喜作 

年未詳 渋沢史料館所蔵 

 

渋沢栄一   

明治 16 年(1883)  渋沢史料館所蔵 

 

渋沢商店横浜本店 

明治末頃   渋沢史料館所蔵 

横浜本店に生糸部を設置し、委託販売を受け生糸売込業（外国商人に製品を売り込む）を行っていた。 

 

渋沢義一結婚式記念写真 

明治 44 年（1911）４月１日 於 渋沢喜作白金今里町邸   澁澤家（「新屋敷」）所蔵 

渋沢栄一と兼子夫妻、渋沢喜作とよし夫妻が前列中央に一緒に写る。 

 

渋沢喜作書簡 義弟・渋沢文作宛  

（年未詳）２月 20 日 澁澤家（「新屋敷」）所蔵 

繭が成長した時期で、多忙だろうことを気遣い、各地の生産状況、横浜の景気状況を伝える。 

渋沢商店横浜本店を拠点に生糸売込問屋業を行う喜作と生家、郷里・血洗島周辺との関わりも窺える。 

 

渋沢喜作書簡 義弟・渋沢文平（２代／文作）宛 

（明治 21 年〈1888〉ヵ）５月 10 日  澁澤家（「新屋敷」）所蔵 

日本で化学肥料を製造すべく栄一と自分等が発起して東京人造肥料会社工場建設中であることを伝える。 

 

 

お問い合わせ 

本企画展担当：渋沢史料館 桑原（館長・学芸員） 

E-mail : kikaku2022@shibusawa.or.jp   

TEL : 03-3910-0005 
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企画展 渋沢栄一と渋沢喜作の「明治」 広報用画像を提供いたします（無料） 

企画展広報用として、資料の画像を用意しております。 

是非、本企画展をご紹介くださいますようお願い申し上げます。 

ご紹介いただける場合は、別紙「企画展広報用画像掲載申請書」にご記入の上、メールに添付して連絡先ま

でお送りください。 

 

① 渋沢喜作                    ② 渋沢喜作（晩年） 

   年未詳                      年未詳 

渋沢史料館所蔵                     渋沢史料館所蔵 

 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 渋沢栄一                   ④ 渋沢商店横浜本店 

年未詳                            明治末頃  

渋沢史料館所蔵                  渋沢史料館所蔵 
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（貴社名と異なる場合） 

 

企画展広報用画像掲載申請書 

 

 

企画展「渋沢栄一と渋沢喜作の「明治」」に関する記事作成のため、以下の資料画像を使用します。 

使用にあたり、「ご使用に際しての注意とお願い」を遵守します。 

 

■申請者情報・申請目的 

貴社名                                                   

部署名                          ご担当者名  

TEL.                           E-mail 

媒体名                         

コーナー名                        発行・放送予定日            

発行部数                         定価                       

 

■ご使用希望画像  ご希望の番号に○をつけてください。 

① 渋沢喜作     年未詳  渋沢史料館所蔵 

② 渋沢喜作（晩年） 年未詳  渋沢史料館所蔵 

③ 渋沢栄一     年未詳  渋沢史料館所蔵 

④ 渋沢商店横浜本店 明治末頃 渋沢史料館所蔵 

 

■ご使用に際しての注意とお願い 

・画像のご使用は、本企画展をご紹介くださる場合にのみ許可いたします。 

・ご利用は 1 申請につき 1 回限りとし、ご利用後は必ず破棄してください。 

・資料名及び渋沢史料館所蔵であることを明記してください。 

・画像はトリミングせず、全図でご使用ください。 

・画像に文字などを重ねないようにご使用ください。 

・基本情報確認のため、入稿前に校正原稿を企画展担当までお送りください。 

・掲載、放送後に掲載紙（誌）、番組 DVD 等を 1 部ご寄贈ください。 

WEB サイトでご利用の場合は、掲載後に該当記事を印刷したものをご寄贈ください。 

・ご申請後に内容が変更になる場合は、必ず事前にご連絡ください。 

送付先 

企画展担当者：渋沢史料館 桑原 

E-mail: kikaku2022@shibusawa.or.jp 

発行社名 

mailto:kikaku2022@shibusawa.or.jp

